
Ⅰ

74－令和７年度森林及び林業の動向 

(森林環境教育の推進) 
森林内での様々な体験活動等を通じて、森林と人々の生活や環境との関係についての理

解と関心を深める森林環境教育の取組が進められている。その取組の一例として、学校林47

を活用し、植栽、下刈り、枝打ち等の体験や、植物観察、森林の機能の学習等が、総合的
な学習の時間等で行われている。学校林を保有する小中高等学校は全国で約2,200校あり、
その保有面積は1.6万haである48。

また、子供たちが心豊かな人間に育つことを目的として、「緑の少年団」による学習活
動、地域貢献活動、レクリエーション活動が行われている49。令和８(2026)年１月時点で、
全国で2,955団体、31万人が加入している。 

さらに、高校生が造林手や木工職人などの名人を訪ね、一対一で聞き書きし技術や生き
方を学び、その成果を発信する「聞き書き甲子園50」については、令和７(2025)年度、93人
の高校生が15地域(22市町村)を訪れ聞き書きをするとともに、その成果発表の場となる
フォーラムが令和８(2026)年３月に開催された。

くわえて、身近な森林を活用した森林環境教育に取り組む保育所・幼稚園・認定こども
園が増えてきている。令和７(2025)年11月には、幼児期からの森林とのふれあいを一層推
進するため、行政機関、専門家等による発表
や意見交換等を行う「こどもの森づくり
フォーラム51」が、全国植樹祭の関連事業と
して奈良県で開催された。

このほか、林野庁においては、林野図書資
料館が、森林の魅力や役割、林業の大切さに
ついて分かりやすく表現した漫画やイラス
トを作成・配布しており、地方公共団体の図
書館等と連携した企画展示等や地域の小中
学校等の森林環境教育に活用されている(資
料Ⅰ－19)。

47 学校が保有する森林(契約等によるものを含む。)であり、児童及び生徒の教育や学校の基本財産造成等を目的に設置
されたもの。 

48 公益社団法人国土緑化推進機構「学校林現況調査報告書(令和３年調査)」 
49 公益社団法人国土緑化推進機構ホームページ「緑の少年団」 
50 農林水産省、文部科学省、環境省、関係団体及びNPOで構成される実行委員会の主催により実施されている取組。平

成14(2002)年度から「森の聞き書き甲子園」として始められ、平成23(2011)年度からは「海・川の聞き書き甲子園」
と統合し、「聞き書き甲子園」として実施。 

51 林野庁、関係団体及びNPOで構成される実行委員会の主催により実施。令和５(2023)年度から全国植樹祭の関連事業
として開催。奈良県は令和９(2027)年に全国植樹祭を開催予定。 

資資料料ⅠⅠ－－1199  漫画を活用した森林・林
業の発信 

漫画で楽しく学ぶ
森林・林業・木材

産業の魅力 
https://www.rinya.maff.
go.jp/j/tosyo/manga.ht
ml 
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(緑の募金による森
も

林
り

づくり活動の支援) 
「緑の募金52」は平成７(1995)年に制定・施行された「緑の募金による森林整備等の推進

に関する法律」に基づく寄附金募集の取組であり、法律に基づく取組となってから、令和
７(2025)年をもって、30年の節目を迎えている。 

令和６(2024)年の「緑の募金」には、総額約20億円の寄附金が寄せられた。寄附金は、
①水源林の整備や里山林の手入れ等、市民生活にとって重要な森林の整備及び保全、②苗
木の配布や植樹祭の開催、森林ボランティア指導者の育成等の緑化推進活動、③熱帯林の
再生や砂漠化の防止等の国際協力に活用されているほか、地震、台風、豪雨、山火事等の
被災地における緑化活動や木製品提供等に対する支援にも活用されている53(事例Ⅰ－６)。 

52 森林整備等の推進に用いることを目的に行う寄附金の募集。昭和25(1950)年に、戦後の荒廃した国土を緑化すること
を目的に「緑の羽根募金」として始まり、現在は、公益社団法人国土緑化推進機構と各都道府県の緑化推進委員会が実施
主体として実施。 

53 緑の募金ホームページ「災害復旧支援」 

事例Ⅰ－６ 
「緑の募金」では、令和７(2025)年２月から３月にかけて岩手県大

おお
船
ふな

渡
と

市等で発生した
大規模な林野火災を受けて、同年３月に「復旧支援使途限定募金」の支援対象に新たに「山
火事」を追加し、林野火災の被害により失われた森林の復旧等を目的とした募金を受け付
けている。 

大船渡市においては同年７月に、森林ボランティア活動を実施している三陸森の会(青森
県青森市)が緑の募金を活用して、登米町森林組合(宮城県登

と
米
め

市)と三陸中部森林管理署の
協力の下、間伐材を使用した「組

く
手
で

什
じゅう

注」を簡易収納棚として組み立て、林野火災で被災し
た34世帯の仮設住宅居住者に提供する支援活動を行った。仮設住宅の収納場所には限りが
あることから、被災者から組手什の利便性に対して喜ぶ声が寄せられている。 

緑の募金を運営する公益社団法人国土緑化推進機構は、今後も被災地の支援を継続して
いくこととしている。 

「緑の募金」を活用した山火事被災地への支援 

三陸森の会等による組手什の組立て 仮設住宅に届ける様子 組手什(組立什器) 

注：釘やねじを使用せずに木材をはめ込むだけで棚等が組み立てられる加工木材。 
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